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令和４年 12月熊野市教育委員会会議録 

 

１．日  時  令和４年 12月 15日（木） 午後４時 00分から 

２．場  所  文化交流センター 多目的ルーム 

３．出 席 者  倉本教育長 根引委員、糸川委員、北野委員 

４．事務局説明員 

       雑賀総務課長、伴学校教育課長、柳本社会教育課長 

中尾総務課長補佐 

５．教育長報告 

６．議 事 

（議案第１号） 令和４年度熊野市教育委員会点検・評価報告書（令和３年度

事業）案について 

 

７．その他 

         市議会定例会一般質問の概要について（総務課） 

         令和５年熊野市二十歳を祝う会について（社会教育課） 

 

□開会（開会の宣言） 

（教育長）それではただいまより、令和４年 12月熊野市教育委員会議を始めさ

せていただきます。事項書にそって進めてまいります。 

□教育長報告 

（教育長）事項２報告、別紙をご覧ください。（経過報告、事件・事故等、今後

の予定・その他について報告） 

（教育長）報告につきまして、質問等はございませんでしょうか。 

（委 員）コロナウイルス感染症についてお聞きしたいんですけど、感染された

お子さんたちの程度をお伺いしたい。やはり家族も感染されている

んでしょうか。 

（事務局）多くが家族内の感染です。親御さんが先に罹患して、それが家族に広

まっているような状況です。あとは、感染経路が不明な状況で、現在

感染している子どもの８人の内、半数以上となる５人は家族内感染

です。学校での感染拡大は現在のところ見受けられない状況です。 

（教育長）その他ありませんでしょうか 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは進めてまいります。事項３ 議事、議案第１号令和４年度熊

野市教育委員会点検・評価報告書（令和３年度事業）案についてお願

いします。 
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（事務局）（令和４年度熊野市教育委員会点検・評価報告書（令和３年度事業）

案について提案） 

（教育長）議案第１号についてご質問やご意見等はございませんでしょうか。 

（委 員）学識経験者の意見の中で、18 ページ学校給食費補助とあるんですけ

ど、熊野市は先進的な取り組みで、学校給食費は全て補助されている

んで、希望申請というのは無いと思うんですが、そのあたりはどうで

しょうか。 

（事務局）補助金は、市から各校の給食会計にまとめて支払われておりまして、

個人が申請するということは無いので、希望申請漏れということは

ございません。 

（教育長）よろしいでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは、議案第１号令和４年度熊野市教育委員会点検・評価報告書

（令和３年度事業）案についてご承認いただけますでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）ありがとうございます。承認いただきました。続いて事項４ 報告、

事務局から何かありますか。 

（事務局）特にありません。 

（教育長）それでは、事項５ その他 （１）市議会定例会一般質問の概要につ

いてお願いします。 

（事務局）（市議会定例会一般質問の概要について説明） 

（教育長）質問につきましては、報告すべて終わってからでお願いします。 

     つづいて、（２）令和５年熊野市二十歳を祝う会について。 

（事務局）（令和５年熊野市二十歳を祝う会について説明） 

（教育長）その他、もう１点だけ私の方から追加させていただきます。市議会の

一般質問でもありましたが、この地域の高等学校のありかたについ

て、今年度第５回の紀南地域高等学校活性化推進協議会が 12月 13日

に御浜町で開催されました。私が出席しまして、その中でこれまでの

協議内容及び生徒と保護者を対象としたアンケート結果を踏まえて

県教育委員会が案を出してまいりました。その案というのは木本高

校、紀南高校を一体として、校舎制の運営とするものでした。 

     木本高校校舎に普通科を３学級、そして総合学科を木本高校校舎に

１学級、紀南高校校舎に１学級、合計５学級で木本高校校舎に４学級、

紀南高校校舎に１学級という形態をとるというものでございます。 

     これは令和７年に学級数が今の６から５に減るということを見越し

ております。そして今年度中に協議を終了させて、県教育委員会が来
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年度当初に動かないと、７年度に間に合わないことですので、今急い

でいるところでございます。そういったことでしたが、委員から色々

な意見が出てまいりました。なぜ木本が４で紀南が１なんだとか、木

本３で紀南２の方がバランスいいんじゃないかとか、色んな意見が

出てまいりました。これまでは無かったのですが、案を県教育委員会

が出してまいりましたので一定の評価はしているんですが、この案

を協議会で詰めていくこれからの課題があります。２月にある第６

回目の会議が最後となります。そのあと一定の協議会としてのまと

めを出して、そのうえで県教育委員会が決定することになります。現

在はそのような状況であります。 

（教育長）それでは、その他につきまして何か質問等ございませんでしょうか。 

（委 員）熊野こども未来議会というのが初めて開催されたということですが、

今後も予定はあるんでしょうか。 

（事務局）今後も実施していく予定としております。 

（委 員）時間はどれくらいを設けているんですか。 

（事務局）熊野こども未来議会自体は、１時間程度で議場で実施したんですけど、

それまでの事前学習に３時間程度の時間をとって各学校でやらせて

もらっています。 

     午前と午後に分けて、有馬中学校が午後、残りの学校が午前で、３年

生全員が議場に入って行いました。 

（教育長）その他ありませんでしょうか。 

（委 員）はい。 

（教育長）それでは、これをもちまして、令和４年 12月教育委員会会議を閉じ

させていただきます。 

（教育長）次回は１月 26日（木）午後４時からこの会場でございます。それま

でに二十歳を祝う会などがございますので、どうぞよろしくお願い

します。ありがとうございました。 


